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問題と目的

我々が顔から読み取る印象は世代や性別、人種を超

えて多数者の間でかなりの程度一致していると言われ

ている。そして、印象の評定基準は各人各様ではなく、

顔印象に基づく客観的な印象評定基準が存在すると考

えられている（Cunninghamet al., 1995；Langlois

et al., 2000）。

535人のイスラエル人を対象に「個人の顔を見れば、

本当の性格がわかると思うか」について調査を行った

Hassin & Trope（2000）によれば、「個人のすべてを

知ることができる」と答えた調査対象者は 13％、「多

くの特徴を知ることができる」と答えた調査対象者は

26％、「いくつかの特徴を知ることができる」と答え

た調査対象者が 36％であり、顔からその人物の性格

を多少なりとも推測できると考えている人は 75％に

及ぶ。

実際、Lv et al.（2022）は、中国の大学生 904名の

顔画像と彼らの 16PF性格検査の結果とを分析し、顔

画像と性格特性の間に関連が認められるかについて検

討を行っている。その結果、顔の全幅（左右の頬骨の

間）を幅、眉の間から唇の上部までを長さとした、顔

の幅と長さの比（ face width to height ratio：

fWHR）について、男性では感度（sensitivity）およ

び自立（self reliance）の得点との間に有意な負の相

関が認められた。

また Rhodes et al.（2005）は、362名の大学生を対

象に、彼らの性行動について調査を行った。そのうえ

で、彼らの顔写真が撮影され、この写真に対して 227

名の大学生が、その魅力度等に関する評定を行った。

その結果、顔の魅力は、男性の場合、長期ではないが

短期の性的パートナーの数と相関し、女性の場合、短

期ではなく長期の性的パートナーの数および性的経験

の開始年齢と相関していた。すなわち、顔の魅力度が

高いことは、交際相手の選択において恩恵を受けやす

いことが示唆された。

このように、顔が実際に個人の実際の性格特性や行

動と関連していることを示している研究と共に、顔の

印象が、当該人物の印象形成に影響を与えることを示

す研究もある。

古くは Sigall & Ostrove,（1975）が、刑事被告人

の顔の魅力度が、量刑に影響することを示している。

具体的には、犯罪がその魅力と無関係であると考えら

れる強盗の場合には、魅力度が高い被告により寛大な
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要旨：我々は人の顔から、当該人物に関する様々な情報や印象を読み取る。本研究では、日本人男性の顔写真を用い

て、その顔写真がもつ印象から、当該人物の身長に対する推測が、どのようになされるのかについて調査を行った。

調査 1では、10名の日本人男性の顔写真が呈示され、「整っている―整っていない」「子どもっぽい－大人っぽい」

「ふくよかな－細身の」「濃い－薄い」「陽気な－陰気な」「力が強い－力が弱い」「魅力的である―魅力的でない」「地

味な－派手な」「丸顔の―面長の」「温厚な－冷淡な」「パーツが大きい－パーツが小さい」「色黒の―色白の」の 12

項目に対して、5件法での印象評定が求められた。調査 2では、別の調査対象者を対象に、それらの顔写真を組み合

わせ呈示する一対比較法を用いて高身長度の測定が行われた。以上の結果について、顔写真に対する印象評定と高身

長度との関連を相関係数により分析したところ、「細身の」、「面長の」の印象評定を受けた顔写真ほど、高身長であ

ると推測されやすいことが示された。
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1 本研究は、2022年度に提出された学芸学部心理学科認知心理学ゼミ 松木杏薫氏の卒業論文のデータを再分析したものである。



量刑が、その犯罪が魅力と関係すると考えられる詐欺

の場合には、魅力度が高い被告にはより厳しい量刑が

与えられることが示された。

また Re et al.（2013）は、顔の情報から、リーダー

シップを判断するための手がかりを明らかにするため

の検討を行っている。その結果、顔の全長を顔の全

幅で割ったものとして定義される顔の伸長（facial

elongation）が、身長の知覚に影響すること、顔の幅

と長さの比（fWHR）は、身長の知覚には直接影響し

ないが、成熟度（maturity）の知覚には影響するこ

とが示された。さらにこれらの、身長の知覚、成熟度

の知覚が、共にリーダーシップ能力（ leadership

ability）の知覚に影響することも確認された。

Todorov et al.（2005）は、アメリカの上院、下院

の選挙候補者の顔を、彼らを知らない調査対象者に呈

示し、その有能さ（competence）の評定を求めた。

そして、その有能さ評定が、実際の選挙における勝ち

負けを予測するだけでなく、その得票率の差までも直

線的に予測することを示した。つまり、本来なら合理

的で熟慮に基づいて行われるはずの選挙における投票

行動が、顔の印象によって大きく影響されている可能

性が示唆された。

さらに Gheorghiu et al.（2017）は、科学者の顔写

真を対象に、それがどの程度「知的か」「興味深いか」

「優れた科学者か」等の評定を求めた。そのうえで、

それらの顔写真を科学記事と組み合わせて別の調査対

象者に呈示したところ、その顔写真が優れた科学者と

評定された場合に、科学記事も質が高いと評価される

ことが示された。すなわち、その科学記事を書いた科

学者が優れた科学者に見えることが、科学記事に対す

る評価をも高めることが示された。

さらに顔は、当該人物の身体的特徴の一つである身

長を推定する際にも利用される可能性がある。そもそ

も人は他者の身長を推測するとき、周囲の物体の大き

さと比較するだけでなく、対象の身体特徴も利用する

ことが明らかとなっている。Kato & Higashiyama

（1998）は背景情報を排除した写真人物の身長を推定

する実験を行い、その推定値と写真の人物の身体的特

徴との相関を調べた。その結果、肩幅に対する頭の幅

の比が小さい場合に身長はより高く推定された。しか

しながら、Kato & Higashiyama（1998）の実験は、

特定の写真人物の頭部幅や肩幅を操作した実験ではな

いため、実際には頭部幅や肩幅と生態的に相関を持つ

ほかの身体部のサイズが推定に反映された可能性があ

る。

松下他（2014）は同じ写真人物の頭部幅および肩幅

を画像処理により変化させた刺激を用い、身長推定の

課題を行った。さらに、頭部幅や肩幅の効果と性別の

効果との交互作用も検討した。その結果、身長の推定

及び錯視において頭部幅は重要であるが、肩幅は重要

でないことが示された。先行研究では頭部幅/肩幅の

比が重要であると述べられていたが、頭部幅と比を構

成するのは必ずしも肩幅でなくてもいいと解釈できる。

さらに、性別は頭部幅の効果に違いを及ぼす要因では

ないことも示された（松下他，2014）。

以上のように、直接的に知覚されない、対象人物の

身長について、対象人物に関して知覚可能なその他の

情報から、どのように推測がなされるのか、について

は、いくつかの研究が認められる。また、対象人物の

身長が高いと知覚されることが、対象人物の印象形成

にどのような影響を及ぼすのか、についても、複数の

先行研究が認められる。しかしながら、対象人物の身

長推定に影響を与えているとして示されているのは、

物理的に定義可能な顔の伸長（Re et al., 2013）、顔

の幅と長さの比（Re et al., 2013）、肩幅に対する頭

の幅の比（Kato & Higashiyama, 1998）、頭部幅

（松下他，2014）、等である。対象人物の身長から、対

象人物の印象について、調査は行われているが、物理

的に定義が困難な対象人物の「印象」が、対象人物の

身長推定にどのように影響するのかについては、十分

な検討がなされているとは言えない。そこで本研究で

は、顔自身がもつ印象が、どのように、直接的に知覚

されない対象人物の身長推定に影響するのかを、日本

人男性の顔写真を用いて検討する。

調査 1：顔写真に対する印象評定調査

方法

調査対象者 大阪樟蔭女子大学に所属する大学生 153

名（平均年齢 19.3歳、SD＝1.43）が質問紙調査に参

加した。その内訳は、1年生が 64名、2年生が 82名、

3年生が 7名であった。

調査実施時期 調査は 2022年 11月下旬から 12月上

旬に実施された。

刺激材料 刺激材料として、男性の顔写真 10枚が用

意された。顔写真の素材として、「すべて無料のフリー

素材サイト」であるウェブページ「ぱくたそ」（https:

//www.pakutaso.com）から男性のカラー写真 10種

類が選択された。これらの写真より、男性の顔部分

（首より上）のみを、およそ 4.5～5.0cm（縦）×4.0cm
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表 1 顔写真 10枚に対する印象評定
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図 1 顔写真 10枚に対する印象評定



（横）のサイズにトリミングし、顔写真として使用し

た。これら 10種類の顔写真を、顔写真 Aから顔写真

Jとして、以降の記述を行う。

質問票の構成 顔写真 Aから顔写真 Jの顔写真 10枚

に対して、SD法による評定が調査対象者に求められ

た。質問票 1ページの上部に、顔写真が 1枚ずつ呈示

され、その顔写真の下に、人物の印象形成に関する

12項目の単語対が呈示された。具体的な単語対は、

「整っている―整っていない」「子どもっぽい－大人っ

ぽい」「ふくよかな－細身の」「濃い－薄い」「陽気な－

陰気な」「力が強い－力が弱い」「魅力的である―魅力

的でない」「地味な－派手な」「丸顔の―面長の」「温

厚な－冷淡な」「パーツが大きい－パーツが小さい」

「色黒の―色白の」の 12項目であった。これらは筆者

と心理学を専攻する学生とで協議し、本研究の問題意

識に合わせて独自に設定された項目であった。

これらに対して、5件法で調査対象者に評定が求め

られた。なお選択肢として「1」～「5」の数字が呈示さ

れたが、いずれの単語対においても、右側（後ろ）の

単語の方が数字が大きくなるよう配置された。たとえ

ば「整っている―整っていない」の単語対であれば、

評定は、「整っていない」と判断するほど、数値が大

きいことになる。単語対の呈示順序は先の順番通りの

一通りであり、選択肢の配置についても上述の形で固

定された。

ただし、分析に際しては、直感的なわかりやすさを

重視し、「整っている」「大人っぽい」「細身の」「濃い」

「陽気な」「力が強い」「魅力的である」「派手な」「面

長の」「冷淡な」「パーツが大きい」「色白の」、で印象

評定値が高くなるよう、改めて数値が変換された。

手続き 大阪樟蔭女子大学で開講される授業の終了後、

質問紙が配布され、その内容について教示が行われ、

調査対象者に回答が依頼された。調査対象者は、集団

で質問紙調査に参加した。調査対象者には個人のペー

スでこれらに回答することが求められた。回答所要時

間は約 10分であった。

倫理的配慮 調査の実施に際しては、その結果が統計

的に処理され、個人の結果が問題とされないこと、結

果は研究の目的以外に使用されないこと、参加は自由

意志によるものであり、いつでも質問への回答を辞め

られることをフェイスシートに記載し、周知した。こ

れらの記載事項に同意する場合にのみ、調査に参加す

ることが求められた。

結果

顔写真 Aから顔写真 J それぞれに対して、SD法

による印象評定の平均値として、「整っている」「大人っ

ぽい」「細身の」「濃い」「陽気な」「力が強い」「魅力

的である」「派手な」「面長の」「冷淡な」「パーツが大

きい」「色白の」、の印象評定平均値を算出した。その

結果を表 1および図 1に示した。

さらに、10枚の顔写真に対するそれぞれの印象評

定値の平均値および標準偏差を算出し、表 2に示した。

また、印象評定値間の相関係数を表 3に示した。

考察

顔写真 Aから顔写真 Jの 10枚の顔写真に対して、

12の項目に関する印象評定を求めた。その結果、表 2

に示した通り、12の項目について、おおむね評定の

中点である 3.0に近いところに平均値が認められる結

果となった。「魅力的である」については、印象評定

値の平均が 2.44とやや低い値となった。これについ

ては、現代女子大学生の評定の基準が「イケメン」と

されるタレントに設定されていることによるのかもし

れない。また、10枚の顔写真に対する評定のバラつ

き（標準偏差）については、「魅力的である」、「冷淡

な」でやや小さく（0.31～0.37）、「濃い」、「色白の」

でやや大きい（0.81～1.02）値を示した。「色白の」に

ついては、比較的客観的な評価ができる項目であり、

顔写真 Aから顔写真 Jまでの具体のバラつきが反映

されたものと考えられる。また、図 1に見られるよう
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表 2 顔写真 10枚に対する印象評定の平均値（括弧内は標準偏差）



に、これら 12の印象評定値に基づいて作成される顔

写真 Aから顔写真 Jの「プロフィール」はかなり大

きく異なっており、これら 10枚の顔写真を使用して、

これらのプロフィールが身長推定に及ぼす影響を検討

することは十分妥当であると判断された。

調査 2：身長推定調査

方法

調査対象者 大阪樟蔭女子大学に所属する大学生 59

名が質問紙調査に参加した。その内訳は、2年生が 42

名、3年生が 11名、4年生が 6名であった。なお、こ

れらの調査対象者には、先述の印象評定調査と重複す

る調査対象者はいなかった。

調査実施時期 調査は 2022年 7月に実施された。

質問票の構成 顔写真 A～顔写真 Jの 10枚の顔写真

を 2枚ずつ組み合わせ、いずれがより身長が高いかに

ついて実験参加者の評定を求めることとした。この際、

45組のすべての組み合わせを作成し、呈示順序をラ

ンダマイズした。なおかつ常に同じ刺激画像が左側に

呈示されないよう、左右をランダマイズし呈示した。

左右に男性の顔写真 2枚を呈示し、「どちらの方が身

長が高いのかを判断し、適切だと思うところに〇を付

けてください。」という教示のもと、一対比較法で回

答が求められた。選択肢として、「高い－やや高い―

同等－やや高い－高い」と呈示される 5件法により、

調査対象者に評定が求められた。

手続き 大阪樟蔭女子大学で開講される授業の終了後、

質問紙が配布され、その内容について教示が行われ、

調査対象者に回答が依頼された。調査対象者は、集団

で質問紙調査に参加した。調査対象者には個人のペー

スでこれらに回答することが求められた。回答所要時

間は約 10分であった。

倫理的配慮 調査の実施に際しては、その結果が統計

的に処理され、個人の結果が問題とされないこと、結

果は研究の目的以外に使用されないこと、参加は自由

意志によるものであり、いつでも質問への回答を辞め

られることをフェイスシートに記載し、周知した。こ

れらの記載事項に同意する場合にのみ、調査に参加す

ることが求められた。

結果

顔写真 A～顔写真 Jの顔写真 10枚それぞれに対し

て、高身長度得点を算出した。この高身長度得点は、

以下の手順により算出された。たとえば顔写真 Aに

ついて、顔写真 B～顔写真 Jとの 9通りの組み合わ

せにおける一対比較法により、どちらの方がより高い

と推定されるかが 5段階で評定されている。この際の

評定について、顔写真 Aのほうがより高いと評定さ

れた場合に、得点がより高くなるように変換し、それ

ぞれ 1点から 5点の得点とした。そのうえで、他の 9

枚の顔写真（顔写真 B～顔写真 J）との比較の平均値

をもって、顔写真 Aの高身長度得点とした。同様に、

顔写真 B～顔写真 Jについても、その他の 9枚の顔

写真との比較について、当該顔写真に対して、より高

いとする評定を得点がより高くなるように変換し、比

較対象となる 9枚の顔写真に対する評定値を平均する

ことで、高身長度得点を算出した。上記の操作は、調

査対象者個人ごとになされた。

以上の方法で算出された高身長度得点について、顔

写真ごとに、平均値および標準偏差を算出し、その結

果を図 2および表 4に示した。

考察

高身長度得点については、最小が 2.32、最大が 3.67

となった。範囲としては 1.35であり、それほど大き

くバラついていないことが見てとれる。そして、中点

である 3.00付近に得点が分布していることは、こう

した身長推定調査は、比較的難しいものの、適正に遂
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表 3 印象評定値間の相関行列



行されていることをうかがわせる。

印象評定と身長推定との関連性の検討

以上 2つの調査の結果を踏まえ、顔写真 Aから顔

写真 Jについて、その印象評定と、推定された身長

を示す高身長度得点との関連について、相関分析によっ

て、検討を行なった。高身長度得点と、各印象評定と

の相関係数を表 5に示した。

分析の結果、「ふくよかな－細身の」、「丸顔の―面

長の」の 2つの印象評定については、高身長度得点と

の間に有意な正の相関が認められた。すなわち、「細

身の」あるいは「面長の」と評定された男性ほど、身

長が高いと評定されたことが明らかとなった。「子ど

もっぽい－大人っぽい」、「整っている―整っていない」

「魅力的である―魅力的でない」の 3つの印象評定に

ついても、.30以上の相関係数が認められ、「大人っ

ぽい」「整っている」「魅力的である」と評定された男

性ほど、身長も高いことが示されたが、これは有意水

準 5 ％には達していない。その他、「濃い（薄い）」

「陽気な（陰気な）」「力が強い（力が弱い）」「派手な

（地味な）」「冷淡な（温厚な）」「パーツが大きい（パー

ツが小さい）」「色白の（色黒の）」と言った印象評定

に関しては、高身長度得点との間に、相関関係は認め

られなかった。
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図 2 顔写真 10枚に対する高身長度得点（高得点順）

表 4 顔写真 10枚に対する高身長度得点（括弧内は標準偏差） 表 5 印象評定値と高身長度得点との相関



総合的考察

本研究では、顔の印象、特に魅力度が、身長の推定

に影響を与えるという仮説を立て、顔写真の印象評定

と、顔写真に基づく身長推定とを独立の調査対象者に

同一の顔を呈示することで測定を行った。そして、

SD法に基づく顔の印象評定値が推定された身長の高

さとどのように関連するかを 10枚の顔写真をサンプ

ルとした相関係数に基づき、検討を行った。

分析の結果、「整っている」「大人っぽい」「細身の」

「薄い」「陽気な」「力が強い」「魅力的である」「派手

な」「面長の」「冷淡な」「パーツが大きい」「色白の」

の 12項目のうち、5段階で評価される高身長度得点

と相関を示したのは、「細身の」、「面長の」の 2項目

であった。つまり、細身で、面長な印象であると、身

長が高く推測されることが示された。

さらに、「整っている」「大人っぽい」「魅力的であ

る」という印象に関しても、身長を高く推測すること

に影響する可能性が示された。しかしながら、本研究

においては、顔写真のサンプルとして 10種類のもの

しか使用していないため、中程度の相関係数は得られ

ているものの、統計的に有意な値とは言えず、解釈に

は注意が必要である。

「細身の」については、そもそも顔写真自体の印象

評定と言うより、身体的な特徴そのものに対する推定

であるとも考えられる。しかしながら、この「細身の」

の評定に関しては、その標準偏差は最小で 0.77（顔

写真 F）、最大で 0.99（顔写真 C、顔写真 H）と、他

の印象評定とバラつきにおいて大きな違いがない。す

なわち、今回のような顔写真のみからの評定が、他の

直接的な印象評定（たとえば「整っている」「面長の」

など）と同様に安定して行われていることにも注目す

べきであろう。すなわち、身体的な特徴としての「細

身の」が、推定される身長と相関することは想定され

ることであるかもしれないが、こうした身体的な特徴

の推測そのものが、顔写真のみから安定して行われて

いることの理由について、より仔細に検討する必要が

ある。今回の結果から言えば、「細身の」の評定値は、

「面長の」の評定値と最も相関関係が強く（r＝.391）、

顔自体が面長であることにより、身体全体も細身であ

ると推測されている可能性も指摘できる。たとえば、

松下他（2014）は、身長の推定において頭部幅が重要

であり、頭部幅が狭い方が身長が高く推定されること

を指摘している。顔写真において、顔や頭部も小さく

見えていることが、高身長への推定に至った可能性も

考えられる。そして、「面長の」の印象が高身長への

推測につながったと考えられる。

また、どんな四角形が「可愛いか」「大人っぽいか」

「かっこいいか」「子どもっぽいか」等、四角形に対す

る印象に関して、短辺の長さを固定したうえで縦横比

率を変化させることで、四角形から受ける印象の変化

を検討した研究（牟田，2013）においては、日本人は

正方形を子どもっぽく感じ、細長い四角形を大人っぽ

いと感じる傾向があることが指摘されている。これを

顔の輪郭に置き換えてみると、面長な顔の方が、大人っ

ぽい印象を与え、そのことが身長推定における高い身

長と関連している可能性もある。このことは、統計的

には有意とはならなかったが、「大人っぽい」の印象

が、高身長との推定と中程度の相関を示していること

とも整合的である。

また有意な相関とは言えないが「整っている」「魅

力的である」の印象が高身長との推定と中程度の相関

を示していることについては、「高身長」そのものが

魅力の一つとして解釈されている文化的な影響による

ものであるとも考えられる。

山本（1995）は、写真に写るモデルの身長を操作し、

高、中、低の３条件として設定して、それらのモデル

に対する印象評定の差異を検討している。その結果、

男性のモデルの場合、高条件で「落ち着いている」

「努力家である」「責任感がある」「慎重である」「まじ

め」「おとなっぽい」の項目が他の条件より得点が高

く、さらに「おこりっぽい」「傲慢」「おしゃべり」の

得点が低いことが示された。この結果を山本（1995）

は、身長の高いことが社会的望ましさと結びついてお

り、身長の高い男性は落ち着きがあり「おとな」であ

るというステレオタイプが存在するためであると解釈

している。

さらに山本（1995）は、同時に、身長が高いこと、

低いことに関する態度を測定しているが、ここでも、

男女の参加者に一貫して「男性は背の高い方が望まし

い、かっこいい」と考え、また「背の低い男性は劣等

感を持っている」と考えていることが示されている。

さらに Judge & Cable（2004）は、N＝8,590の大

規模サンプルを用いて、身長と職場での成功との関係

を検討し、特に男性で、個人の身長と収入との間に明

確な関連性を見出している。また Persico et al.（2004）

は Britain’s National Child Development Survey

（NCDS）のデータを参照し、イギリスの成人白人男

性において、身長が 1インチ伸びるごとに、賃金が
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2.2％増加すること、また、National Longitudinal

Survey of Youth（NLSY）のデータを参照し、アメ

リカの成人白人男性において、身長が 1インチ伸びる

ごとに、賃金が 1.8％増加することを明らかにした。

同様の指摘は、Case & Paxson（2008）や Tyrrell et

al.（2016）においてもなされている。さらに Persico

et al.（2004）は、過去（当時より）13回のアメリカ

の大統領選のデータを参照し、13回中 10回の選挙に

おいて、より身長の高い大統領候補者が選出されてい

ると指摘している。すなわち、身長が高いことは、社

会的に望ましい資質を備えていると判断されやすく、

そのことが実際の成功につながっていると考えること

ができる。

また竹澤（2014）は、写真の撮影方法をカメラの高

さ（カメラポジション）と向き（カメラアングル）の

2軸で操作し、各写真の人物の身長が何 cmに見える

のかを推定する課題を用い、全身写真から受ける印象

評定と、推定される身長との関連について検討してい

る。実験の結果、足が長く見える写真は、スタイルが

良いと評価され、足が長く見える写真ほど、身長が高

く推定された。しかし、スタイルの良さの影響を除く

と、足の長さと身長の推定との間には相関は認められ

なかった。また、身長が高く見えた写真ほどかっこい

いと評価され、低く見えた写真はかわいいと評価され

た。こうしたことから、かっこいい、といった魅力の

評価と身長の高さとが連動していることが考えられ、

ハロー効果的に、魅力的な顔が高身長だとする推定に

つながったとも考えられる。

本研究では、顔写真のみの情報から、ヒトが他者の

身長をどのように推測するかについて、印象評定との

関連を検討した。本研究の結果、身長が高いことから

引き出されると想定される印象を有していることが、

逆に身長が高いとする印象につながる可能性が示唆さ

れた。すなわち、身長のイメージと性格のイメージは

相互的に影響を与えていることが示された。ただし本

研究で取り扱われたのは、女性対象者に対する男性の

顔写真の呈示のみであり、今後は、男女参加者に対し

て、男女の顔写真を呈示するなど、先行研究（山本，

1995）において認められているような性差についても

仔細に検討していくことが求められる。
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Does Facial Impression Affect Height Estimation?

Faculty of Liberal Arts, Department of Psychology

Masahiro KAWAKAMI

Abstract

We can get various information and impressions about a person from their face. In this study, we used

photographs of Japanese men’s faces to investigate how inferences about a person’s height can be made

based on the impressions of their face. In Study 1, photographs of 10 Japanese men’s face were presented,

and the impressions were rated on “well formed not well groomed”, “childish adulty”, “chubby slender”,

“strong features soft facial features”, “cheerful gloomy”, “strong weak”, “attractive unattractive”, “plain

flashy”, “round faced long faced”, “warm cold”, “large parts small parts”, and “dark skinned fair

skinned”. Participants were asked to rate their impressions on a 5 point scale for those 12 items. In Study

2, with different participants, 10 Japanese men’s estimated heights were measured using a paired comparison

method in which photographs of face were presented in combination. Regarding the above results, the rela-

tionship between impression ratings for photographs of face and their estimated heights were analyzed using

correlation coefficients. The results showed that the more facial photos received impression ratings of

“slender” or “long faced”, the more likely they are to be tall.

Keywords: Japanese men, impression rating, face, estimated height


